
第３９回 救急医療を考える集い 
                                          

〔 健康フェスティバル 2025 同時開催 〕  

日 時 令和７年９月７日（日） 入場無料 

9：50～15：00 
                参加・体験し、万一の時に備えましょう ！！ 

● 農業屋コミュニティ文化センター ホール 

 ＜13：00～14：30＞ 

『 災害医療を考える！～松阪地域の対応について～ 』 
      ◇ 講演会   

講演１  「 松阪市の取組みと課題について 」 

松阪市 防災担当参事兼防災対策課 課長 中井 和史 

講演２  「 松阪地区広域消防組合の大規模災害時における救急活動について 」 

松阪地区広域消防組合 救急課長 島 佳嗣 

講演３  「 大規模災害において松阪地区医師会ができること 」 

松阪地区医師会 副会長 冨田 良弘 

講演４ 「 大規模災害 災害拠点病院はどう動くのか 」 

       松阪中央総合病院  循環器内科部長  後藤 至  

講演会来場者先着 300名様に記念品を進呈いたします 

●農業屋コミュニティ文化センター  〈10： 00～ 15： 00〉 

◇命を救う応急手当コーナー・ＡＥＤをふくめた心肺蘇生法、災害に役立つ応急手当の体験学習 

 ◇救急車適正利用啓発コーナー ◇女性消防団員による紙芝居コーナー 

●クラギ文化ホール 会館前・第１駐車場〈10： 00～ 15： 00〉 

◇幼年消防クラブ演技 ＜10：30～11：30＞（クラギ文化ホール舞台） 

◇救急車・はしご車展示とミニ防火衣等の着用コーナー 

◆検診バスの展示 

 主 催 松阪市健康フェスティバル実行委員会 

共 催 公益社団法人 松阪地区医師会・松阪市・松阪地区広域消防組合  

（ＡＥＤ体験学習の模様） 


